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第1章　 緒 言

我 が国では古来米子地方 に於 て大根 の若葉

を食 した時,朝 鮮では大根 の双葉及び白菜 の

幼若 な るものを食 した際,往 々に して悪心,

嘔吐,咳 嗽,腹 痛,下 痢,不 眠等 の如き消化

器,呼 吸器,神 経系 の障 碍 が あ ると言われ

る.之 を米 子地方では小菜或は若菜中毒,又

は若菜病 と呼 び,朝 鮮では菜毒症 と呼んでい

る.何 れ も春 か ら秋 にかけて勃発 し遂には一

定 期間の後には貧血,浮 腫等を来すに至 るも

ので,内 地 では数年前迄 は米子地方の外,他

地方 では殆 んど注 目さ れ な かつた.即 ち福

山1)は この原因を同地方 の特異な る気候によ

り若菜 中に生成 含有せ られる主 として青酸 に

よる中毒な らんと想陵 した.又 宮 川教授 門下

の山崎博士2)は 動物実験 を行い鉤虫説を称 え

た.そ の他肥料 による中毒 とか,花 粉 に よる

「ア レルギー」等が称 え られて来 た.他 方朝

鮮 では崔3),呉4)の 両氏は同地方 の菜毒症は

鉤虫に よるものな らんとし,上 田5)は 人体実

験 を試 みてそれを実験 した.然 し同 じ仔虫の

経 口感染例に於 て も大場6),大 磯7)の 実 験 例

の如 く著明な る症状 を発せざ るもの もあ る.

斯 くて菜 毒症及び若菜病は只地方病 として

のみ記載 されていたが,戦 争 後 の食 糧 難 か

ら,之 に類 似の疾患が定型的の鉤虫症 と共に

激発 し,他 の地方に も波及す るに及 んだ.即

ち東北の岸 田8),新 潟 の小松9),和 歌 山の岩

鶴教授10)並に牛尾11),四 国の 三 谷12)及 び九

州の操教授13)等の報告が相次いで行われた.

曩に北山教授14)は この両者が同一病 な らんと

の事,並 びこ 単な る地方病に非ず して岡山,

四国に も侵蝕 しつ ゝある事,然 もその原 因は

先 人の研究 の如 く鉤虫仔虫の経 口感染な るべ

き事は殆 んど疑無か るべ しと警告 したのであ

る.然 して上 田,山 崎 の諸氏 も福 山の青酸原

因説には一言 も触れていない.更 に又喀痰中

に果 して鉤虫仔虫が出 るか,出 るとせば幾%

に於て然 るか,仔 虫は単に大根 の双葉のみを

好み他の菜類 には附着せぬか等 の数 々の問題

あ るに よ り北山教授 の御示唆 によ り追試旁 々

研究を進 める事に した.検 査材料は自昭和22

年12月 至昭和25年2月 の,当科 外 来 患者 につ

き貧血患者及 び鉤虫症患者 に上記 の若菜病 ら

しき既往の有無を質 し,又 喘息様症状 乃至慢

性気管枝炎患者に就 いて も血液及 び尿の虫卵

を検査 して本患者 の発見に努めた.更 に1人

の本症患者に対 しては其 の同居 人を も調べ る

事に よつ て茲 に 現 在 迄 に37家 族86人 を得

た.

第2章　 菜毒症發生の時季,原 因,

年齡及び性別

発 生 時季 は第1表 に見 る如 く自7月7日 至

10月15日 の間 で,7月 の もの2家 族(5%),

8月 の もの1家 族(3%),9月 の もの25家 族

(66%),10月 の もの10家 族(26%)で あつ

た.

本症の発生原因は第7家 族例 の白菜の浅漬

を除 き,他 は全部大根 の間引茱 を一夜漬に し

た ものであ る.

又患者は男45名,女41名 に して,年 齡は

4才 よ り62才 に及ぶ.

第3章　 自 覺 症 状

各症例に於け る自覚症状 は第1表 に示す如

く,之 を統計で示す と第2表 の如 くなつて,

主症状は胃腸症状 と呼吸器系状で ある.即 ち

前者 では初発悪心,心 窩 部 不 快 感,初 発 嘔
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第1表　 自覚症状,年 令,性 別,発 病月 日及び治癒迄 の経過期間
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吐,食 慾不振の順 とな り,後 者 では頑 固な咳

嗽,喀 痰,咽 頭〓痒感 の順序を示 し,こ の点

上述諸家 の報告 と全 く一致す る.又 血痰,微

熱,胸 痛等結核を疑わ しめ る症状 の出現 は注

目に価 す る.

第2表

　自覚症状(86例)

第4章　 實 驗 成 績

第1節　 喀 痰

第1項　 検査事項及 び方 法

1)　検 査事項,好 酸球,シ ャル コー･ラ イ

デ ン氏結晶(以 下 シャ結晶 と略す.)及 び鉤虫

仔 虫.

2)　 検 査方法. a) 好酸球及 びシャ結晶の

有無を検す るには喀痰 の新鮮標本及びギーム

ザ染色標本を用い,鉤 虫仔虫検 出には上 田5)

の方法を用いた.即 ち,1昼 夜 の喀痰 を 「コ

ップ」に集 め,之 を尖底 「コップ」に移 し.

喀痰 の1/8量 の飽和 重 曹 水 を加 え,そ の全量

に相当す る蒸溜 水 を更に注加 し,38℃ 孵卵

器に10時 間以上放置す る.次 に20%「 ア ン

チ フォル ミン」を少量加 え直 ちに水道水を強

く注加 して後3-4時 間静 置 し,そ の上清を

捨て沈渣を遠心沈澱 して検鏡す る.

第2項　 実 験 成 績

好 酸 球 は検 査し得た81例 総 て陽性である

(第3表).シ ャ結晶は27例(33%)が 陽性

で,鉤 虫仔虫は第27例 唯1例 に第15病 日に

発見 されたのみである.

喀痰 の性状は全例生臭 き気臭 あ り,粘 液性

で気泡 に富み,喀 出 され る量は第7例 を除 き

何れ も少量であつた.

第2節　 糞 便

第1項　 検 査事項及び方法

鉤 虫卵,蛔 虫卵,鉤 虫卵発現時期及び寄生

鉤虫体数で虫卵検査は集卵法に よ り寄生虫体

数は駆虫剤(テ トレン4瓦)を 投与 し,糞 便

を飾で濾過 して計算 した.

第2項　 実 験 成 績

鉤 虫卵 は86例 中58例(67%)が 陽性 で あ

るが,第6病 週以 後 の者55例 で は全 例 陽 性

で あつ た.(第3表).

第1回　 検 査時 虫卵 陰 性 な りし5例 は夫 々発

病 後23, 31, 33, 34日 目に鉤 虫卵 陽性 となつ た.

又第1, 2, 62, 63, 64, 65, 86例 は駆 虫 に

よ り夫 々68, 105. 23. 31, 20, 12, 12隻 の

鉤 虫 を排 出 した.

第3節　 胸 部 所 見

各症例 に於 け る胸部 の理学 的及び レ線所見

は第3表 に示す.

第1項　 理 学 的 所 見

86例 中所見 な きもの61例(90%),乾 性〓

音を聽 くもの15例(17%).呼 吸音鋭利 とな

れ るもの9例(10%),呼 吸音の減 弱せ るも
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第3表　 菜毒症 の他覚的所見
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第4表　 血 液 像
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の5例(6%)で 濁音を証明 した ものは1例

も無 かつた.

第2項　 レ 線 所 見

24例 中所見無 き もの9例(37.5%)肺 気 腫

の像を呈す る もの10例(42%)慢 性気管枝

炎像及 び肺浸潤像を示 す ものは夫 々4例(17

%)で あつ た.

第5章　 血 液 所 見

69例 に就 き血色 素量,赤 血 球数,着 色係

数,白 血球数及び白血 球百分率を検査 した.

(第4表).そ して この表 よ り各病週に於け る

平均値 を求め ると,第5表,第1及 び2図 の

如 くな る.
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第5表　 血 液 像 の 変 化

第1節　 血色素量及び赤血球数

血 色素量,赤 血 球 数 及び着色係数 の69例

に於け る平均値は夫 々79%(105%-27%),

413万(622万-266万)及 び0.94(1.16-

0.52)と な る.〔以下()は 最高,及 び最低

値 を 示す ものとす る.〕第1図 よ り明 か な如

く,赤 血球数は第3週 よ り稍 々減少 の傾 向を

示 すが第5週 に至つて著 明 とな り次第 に減 少

す る.血 色素量 も之に拉行 して減少す る.

第1図　 赤血球竝に血色素量の変化

―赤血球

………血 色素

第2節　 白 血 球 数

白血球数 の全体の平均値は10663(23000-

3600)で 明 か に増 多 を示 す.然 して第3及 び

第9週 に於 て増 多 著 明 で 夫 々12299,13400

で あ る.

第3節　 白 血 球百 分 率

1)　 好 酸 球,平 均26.2%(50.7%-7.0

%)で 全 例 増 多 を示 し第3, 5, 10, 11〓 は

夫 々28.8%, 29.8%, 49.6%, 30.2%で

特 に多 い.

第2図　 白血球数及白血球百分率の変化

―白 血 球
-----中 性 球

－･－･－ 淋 巴 球

･･････好 酸 球



菜 毒症 に関す る研究　 797

2)　 中性 球,平 均47.2%(65.5%-32.8

%)で 第5及 び第10週 に38.9%及 び32.8%

とな る.

3)　 淋 巴 球,平 均24.5%(52.0%-4.0

%)で 第10週 には14.0迄 減 少 す る.

4)　 単 核球,平 均2.00(5.5%-0%)で

著 しい変 化 は認 め られ な い.

第5章　 治癒迄 の 經過

本症の経過は第6表 の如 く4例 を除き多 く

は数 ケ月乃至年余にも及んだ.

第6表　 治癒迄の経過

第6章　 總 括

1)　 発 生時季 は自7月7日 至10月15日 の

聞で9月 及び10月 が92%で 最 も多い.

2)　 年 令及び性 別には関係がない.

3)　 発病原因 としては全例大根 の双葉で あ

るが,只1家 族2例 のみは白菜 の幼若 な もの

を生食 している.

4)　 自覚 症状 は呼吸器症状,胃 腸症状及び

その他 の症状 で,血 痰,耳 及び鼻孔 の〓痒 感,

蓴麻疹等 の特異 な症状 の現れ てい るもの もあ

る.

5)　 喀痰中好酸球及 び シャ結 晶を夫 々100

%,33%に 又鈎虫 仔虫 を1例 に証 明 してい

る.

6)　 糞便中鉤 虫 卵 証 明 率 は 第6週 以後は

100%で,発 病後排卵時期 を観察 し得た7例

では23-34日 目に陽 性 となつた.駆 虫によ

り排出 した虫体数は多きは105隻 に も達 し最

も少かつた もので12隻 である.

7)　 胸部 の理学的所見 では所見無 きもの,

乾 性〓 音を聽 くもの,呼 吸音の鋭利 な るもの,

減 弱せ るもの夫 々71%, 17%, 10%, 6%

であつた.

レ線所見 では所見無 きもの,浸 潤,慢 性気

管枝炎及び 肺 気 腫 を認 めるもの夫 々42%,

 17%, 17%, 42%で あつた.

8)　 貧血は第3週 に於て稍 々その傾向が見

え初め,第5週 より著明 とな る.

9)　 白血球数 は第3及 び第9週 に著明に増

加 していた.好 酸球は既 に第1週 よ り増加 し

第3, 5, 10, 11週 に増加が 著 しい.中 性 球

は好酸球の増 加 する第5及 び第10週 に逆 に

減少 し,一 般 に好酸球 と反対の推移 をす る.

淋巴球 は好酸球及び中性球 に左右 され,単 核

球 には著 しい変化 は無い.

10)　 経過は短時 日の ものよ り半年以上に及

ぶ もの迄 あ り,後 者は21%あ つた.

第7章　 考 按

発生時季及び発生原因に就ては諸家 の報告

と全 く一致す る.又 軽重の差はあるが集団的

家族的に発病する事か ら年令及 び性別が本症

の発生 と関係あ りとは考 えられぬ.

自覚症状に就 ても諸家の報告 と大体一致す

るが,そ の内血痰 に就 ては既に大正4年 に山

根15)が 十二指 腸 虫性 喀血 として報告 してい

る.

喀痰 中好酸球に注 目した ものは意外に少 く,

上 田5),光 井16)の 報告が あるに過ぎず,更 に

シャ結晶に就 ては全 く報告がない.然 も之等

を病初 よ り夫 々100%及 び33%に 証 明 す る

事から考えても,本 検 査は血液検査 と同様本

症の診断及び原因考 察上至大な因子で極めて

必要で ある.

糞便中への鉤虫卵 出現 は上 田17)の自然発生

菜毒症14例 では発病後4-6週 後であ り,人

体実験例では 感 染 後27-50日 後に証明 され

てい る.
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又宮川教授18)は感染 よ り虫卵排 出迄の期間

は略々4週 と述べ られ てい る.依 つて余 め実

験に於 て第6週 以後 の鉤虫卵検 出率 が100%

な る事実 は本症が鉤虫感染で ある事を立証す

る有力な根拠 と考 えられ る.

胸部 の理学 的所 見 に就 ては上 田17)は 全例

(16例)に 変化を認 めてい るが,余 の例では

10%に 所見 を見 出し得たに過 ぎなかつた.之

に関 し北 山教授14)19)は勿論 検 査 時 期に もよ

るが,他 方教室の先輩 であ る山本博士の 「肺

部 に余 り水泡 音 を聽 取せず.」 とあ る一文 を

掲 げ られ概 して所見 の少いのを本症 の特徴 と

す ると述 べ られている.

レ線所見 に就 ては殆 んど記載がない.宮 川

教授20)が肺に蝟集 した鉤虫仔虫 によ り動物で

は出血性肺炎を起 し,人 体に於ては所謂一過

性肺浸潤像を呈す ると述 べていられ るが,余

の例 に於ては17%に 浸 潤 像 を認め,他 は全

く所見 無 きか肺気 腫又は慢性気管枝炎像 を認

めた.

血液 所見 に関 しては上 田5)17)は本症 例及 び

鉤虫 の人体感染例 に就 き何れ も第3週 迄 は貧

血 を見ず と云い,人 体感染例 に就 き大磯21)は

第5-7週 よ り貧血 を見,大 場6)は 第3-9週

の間 は変化 が少い と云 う.余 の例に於 ては之

等 よ り稚 々早 く第3週 には僅に貧血 し始 め第

5週 よ り著明 となつた.又 白血球数及び好酸

球に就 ては上田5)17)は本症例及び人体実験 例

共に第3週 に増加 し,そ の後 の増加は区々で

あるが大体に於 て大磯21)及 び大場6)の 所見 と

一致 す ると云 う.余 の例に於て も亦然 り,中

性球及 び淋巴球 に関 して も上 田の所見 と同 じ

く中性球 は好酸球 と反対 に推移 し,淋 巴球 は

中性球及 び好酸球 に左右 された.

経過 の長短に就 き山崎22)は 「攝 取量,抵 抗

力に重大な る関係を持つが,攝 取後直ちに嘔

吐に よつ て全部出 した者及 び攝 取量 の少い者

は症状 も軽 く経過 も短 く,然 らざる場合は2

ケ月以上 も苦 しむ」 と述 べてい る.余 の例 の

最 も軽い ものでは最初 の嘔吐 のみで何等他に

症状 を示 さなかつた もの もある.然 るに他は

年余に も及ぶ ものが あ り上田17)も半年以 上の

もの68.8%を 挙 げている.

第8章　 結 論

1)　 本症 の発病原因 として全例大根 の双葉

又は幼若 なる白菜 を生食 してい る.

2)　 年令及 び男女の性別に関係な く発病す

る.

3)　 自覚症状は主 として胃腸 障碍及び呼吸

器系症状 である.

4)　 喀痰中好 酸球 及び シャ結晶を夫 々100

%, 33%に 又鉤虫仔虫を1例 に証 明 した.

5)　 第6週 以後の糞 便 中 鉤 虫 卵 証 明 牽は

100%で ある.

6)　 胸部 は理学 的には所見 無 きもの多 く,

レ線像では脚 気 腫 及び所見 無 き ものが多い

が,肺 浸潤及び慢性気管枝炎像を示す もの も

ある.

7)　 貧血 は第5週 頃 よ り始 る,

8)　 好酸球は早期 よ り増加 し,白 血 球 も亦

増加 を示す.

9)　 経過 は短時 日の ものよ り半年以上に も

及ぶ もの迄 ある.

10)　 以 上の臨牀的所見 よ り見 て菜毒症 は鉤

虫仔虫の経 口感染 と考 えられ る.


